
令和年月日 木曜日 (第号付録) 月目録官報目録

日

号
外

ペ
ー
ジ

一
一
九

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
四
号
の
災
害
及

び
地
域
を
指
定
す
る
件
の
全

部
を
改
正
す
る
件

一
八

六

一
二
〇

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
の
試
験

及
び
免
状
の
交
付
に
関
す
る

規
則
の
規
定
に
基
づ
く
事
由

並
び
に
経
済
産
業
大
臣
が
定

め
る
期
間
を
定
め
る
告
示

一
八

七

一
二
一

輸
出
貿
易
管
理
令
第
四
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
く
経
済

産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る

貨
物
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
八
209

一
二
二

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
四
号
の
災
害
及

び
地
域
を
指
定
す
る
件

二
九

五

一
二
三

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
四
号
の
災
害
及

び
地
域
を
指
定
す
る
件
の
全

部
を
改
正
す
る
件

三
〇

六

一
二
四

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ

の
円
滑
な
移
行
の
推
進
に
関

す
る
法
律
第
六
十
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第

三
十
三
条
第
二
項
の
登
録
を

し
た
件

三
〇

六

一
二
五

一
般
送
配
電
事
業
託
送
供
給

等
約
款
料
金
算
定
規
則
第
二

十
七
条
等
に
基
づ
き
経
済
産

業
大
臣
が
定
め
る
額
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示

三
〇
215

一
二
六

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
五
項
第
五
号
の
業
種
を

指
定
す
る
件

三
〇
215

〇
国
土
交
通
省

一
一
〇
〇

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を

指
定
す
る
件

一

三

一
一
〇
一

水
先
人
に
免
許
を
与
え
た

件

一

三

一
一
〇
二

小
値
賀
空
港
及
び
上
五
島

空
港
の
航
空
灯
火
の
変
更

に
係
る
告
示
に
つ
い
て
変

更
を
加
え
た
件

二
196
二
四

一
一
〇
三

進
入
管
制
区
の
う
ち
、
大

分
進
入
管
制
区
を
廃
止

し
、
福
岡
進
入
管
制
区
の

空
域
を
変
更
す
る
件

三

七

一
一
〇
四

管
制
業
務
を
行
う
空
港
等

そ
の
他
管
制
業
務
の
内
容

の
う
ち
、
大
分
空
港
に
係

る
内
容
を
変
更
す
る
件

三

八

一
一
〇
五

航
空
交
通
情
報
の
提
供
に

関
す
る
業
務
を
行
う
機
関

の
う
ち
、
民
間
訓
練
試
験

空
域
の
Ｋ
Ｓ
３
―
４
―

３
、
Ｋ
Ｓ
３
―
４
―
５
及

び
Ｋ
Ｓ
３
―
６
に
係
る
内

容
を
変
更
す
る
件

三

八

一
一
〇
六

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶

操
縦
者
法
施
行
規
則
第
二

条
第
二
項
第
三
号
の
水
域

を
指
定
す
る
件

三

八

一
一
〇
七

空
港
事
務
所
又
は
空
港
出

張
所
に
お
い
て
飛
行
計
画

の
通
報
並
び
に
通
知
に
関

す
る
事
務
を
行
う
時
間
を

変
更
す
る
件

三

九

一
一
〇
八

航
空
情
報
を
提
供
す
る
場

所
の
う
ち
、
航
空
情
報
を

書
面
又
は
口
頭
（
無
線
電

話
に
よ
る
も
の
を
含
む
。）

に
よ
り
提
供
す
る
場
所
を

変
更
す
る
件

三

九

一
一
〇
九

建
築
基
準
法
第
七
十
七
条

の
二
十
一
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
十
一
年

建
設
省
告
示
第
千
二
百
八

十
七
号
の
一
部
を
改
正
す

る
件

三
197
二
六

一
一
一
〇

航
空
保
安
無
線
施
設
の
変

更
に
係
る
告
示
に
つ
い
て

三
197
三
二

一
一
一
一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を

指
定
す
る
と
と
も
に
、
直

轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る

件

四

六

一
一
一
二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を

指
定
す
る
件

四

六

一
一
一
三

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ

る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定

非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対

し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指

定
に
関
す
る
政
令
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
令
和
八
年
熊

本
地
震
に
よ
る
災
害
に
関

し
、
特
定
非
常
災
害
の
被

害
者
の
権
利
利
益
の
保
全

等
を
図
る
た
め
の
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
第
三
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
延
長
の
措
置
の
対

象
と
な
る
特
定
権
利
利

益
、
当
該
措
置
の
対
象
者

及
び
延
長
後
の
満
了
日
を

指
定
す
る
件

四

六

一
一
一
四

水
先
人
に
免
許
を
与
え
た

件

四

六

一
一
一
五

一
一
一
七

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を

指
定
す
る
件

四

六

一
一
一
八

国
土
交
通
省
所
管
の
補
助

金
等
の
交
付
に
関
す
る
事

務
の
一
部
を
都
道
府
県
の

知
事
が
行
う
こ
と
と
な
っ

た
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

四
198
二
〇

一
一
一
九

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を

指
定
す
る
件

八

七

一
一
二
〇

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の

適
正
な
実
施
に
関
す
る
法

律
第
三
十
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
船
級
協
会

の
登
録
を
し
た
件

九

五

一
一
二
一

船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
事
業
場
を
認
定
し

た
件

九

五

一
一
二
二

運
輸
審
議
会
件
名
表
に
登

載
さ
れ
た
件

一
〇

四

一
一
二
三

一
一
二
七

高
速
自
動
車
国
道
に
関
す

る
件

一
一

八

一
一
二
八

一
一
四
九

自
動
車
の
型
式
を
指
定
し

た
件

一
一
203
三
三

一
一
五
〇

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を

指
定
す
る
と
と
も
に
、
直

轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る

件

一
四

七

一
一
五
一

船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
型
式
承
認
を
し
た

件

一
四

七

一
一
五
二

高
速
自
動
車
国
道
に
関
す

る
件

一
五

五

一
一
五
三

令
和
六
年
国
土
交
通
省
告

示
第
六
十
八
号
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

一
六

五

一
一
五
四

船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
事
業
場
を
認
定
し

た
件

一
六

五


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